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本日の説明では・・・
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１ そもそも統一するとはなにか

２ 国及び他県の動向は

３ 本県はどのような方針で今までどのように取り組んできたのか

４ 今年度の検討状況

５ まとめ



１ 統一とは
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【現行】納付金総額を①～③のシェアに応じて、33市町村で按分

保険税水準の統一とは（納付金ベースの統一）

①被保険者数・世帯数 ②所得水準 ③医療費水準（年齢調整後）

●応 益 ●応 能

①被保険者数・世帯数 ②所得水準

●応 益 ●応 能

【R11～】納付金総額を①～②のシェアに応じて、33市町村で按分

R7～R10:③医療費水準の反映を徐々に縮小

医療費を県単位化
※次ページに補足あり
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納付金算定に当たり、市町村の医療費水準の差異を反映しないこと。



【補足】「納付金ベースの統一」のイメージ

医療費

医療費

医療費

医療費

A市
（被保数:2万人）

※ 丸の大きさは、１件当たり医療費の高低を表す

C村
（被保数:３千人）

B町
（被保数:１万人）

小規模市町村で
高額医療費が発生すると、

納付金増加

県
（被保数:22万人）

市町村内で医療費を支え合う仕組み 県全体で医療費を支え合う仕組み

医療費

医療費

医療費

医療費
医療費

医療費

医療費 医療費

医療費

医療費

医療費

医療費

医療費

医療費
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保険税水準の統一とは（完全統一）

将来的には、同じ所得水準・世帯構成であれば、県内どの市町村でも同じ保険税水準と
なること（＝保険税率の統一）。

Ａ

市 医療分
3方式

所得割 7.50％

均等割 30,900円

平等割 21,400円

所得割 4.70％

均等割 13,500円

平等割 19,000円

資産割 11.00%

医療分
４方式

医療分3方式

後期分
４方式

3方式

介護分
４方式

後期分 介護分

所得割 2.60％ 所得割 2.00％

所得割 1.40％所得割 2.20％

均等割 10,400円 均等割 10,000円

資産割 7.00％資産割 10.00％

平等割 7,200円 平等割 5,200円

平等割 7,000円平等割 9,000円

均等割 5,000円均等割 7,000円

B
村

統一後

3方式 3方式3方式
介護分医療分 後期分

所得割 6.37％ 所得割 1.92％所得割 2.31％

均等割 7,700円均等割 7,260円均等割 18,630円

平等割 5,790円平等割 6,780円平等割 20,780円

※ 統一後の保険税は、試算に基づく
ものではなく、便宜上の税率

現行
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【参考:国資料】完全統一の考え方
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厚生労働省資料より抜粋



２ 国及び他県の動向
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国の動向①

８出典:厚生労働省 国保基盤強化協議会・事務レベルWG資料（R6.6.24開催）

統一という文言を
初めて明記した



国の動向②

９

第205回社会保障審議会医療保
険部会資料（R7.11.27開催）



第205回社会保障審議会医療保
険部会資料（R7.11.27開催）

他県の動向
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３ 本県の方針とこれまでの取組
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統一に向けた本県の方針
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【岩手県】保険税水準統一のロードマップ
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これまでの取組内容
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R5年度

段・市町村と協議を重ね「第３期運営方針」を策定
→納付金ベースの統一を令和11年度
完全統一を次期運営方針期間中（令和12年度～令和17年度）とした。

・市町村基金の取扱いについて、市町村判断で適切に活用するものとした。

R6年度

段・保健事業の強化
→努力支援交付金（取組評価分）の点数アップに向けて担当間の連携強化
取組評価分（県分）獲得点数について全国41位から８位に

・県担当者が市町村を訪問して、各市町村個別の事情をヒアリング
→市町村助言指導監督を活用

・地区別勉強会＆意見交換の実施（テーマ例:納付金、保険税水準の統一）
→8/7（水）宮古市、8/28（水）盛岡地区協、10/3（木）中部地区協、
11/6（水）九戸村、11/25（月）北上市

・事務処理標準に関する意見照会



４ 今年度の検討状況について
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令和７年度の取組内容について
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・ワーキンググループの開催
→「国民健康保険運営方針等に関するワーキンググループ」を開催し、保険税水準の統一に関する事項を検討
令和７年度は２回開催（８月、12月）

・市町村との意見交換
→地区別勉強会や助言指導の場を活用し、意見交換を行っている。
地区別勉強会:盛岡地区協議会（8/26）、二戸地区協議会（10/23）
市町村助言指導:10市町村

・努力支援交付金の説明会を開催【春・秋】
→春分:４/25に開催された国保・後期高齢者ヘルスサポート事業説明会（国保連主催）にて県から説明済。
秋分:希望市町村に対し個別相談会を開催

・市町村支援につながる県事業の拡充
→希望市町村に対する保健事業の実施支援、特定健診等の実施方法等の調査・研修会等の開催



５ まとめ

17



まとめ

18

１ 保険税水準の統一については、検討項目が多岐に渡
るため、ワーキンググループを継続して開催し、検討
を進める。

２ 検討する際は、他県の情報収集や市町村の意見を聞
きながら丁寧に進めていく。

３ 来年度は、第３期国保運営方針の中間見直しの時期
であるため、完全統一の目標年度等について協議する
予定である。


